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プロフィール

飯 森 範 親 NC)RICHIKA IIMORl

指揮 :飯 森 範 親

1982年 、桐朋学園大学指揮科入学。小澤征爾、秋山和慶、尾高忠明、ジャン・

フルネなど各氏に師事。1985年 、第20回東京国際指揮者コンクールで優勝。1987

年、ブザンソン国際青年指揮者コンクール第 2位入賞。1988年 、マスタープレイヤ

ーズ国際コンクール指揮部門で優勝、併せて、大賞を受賞。1989年 、第15回 『若

い芽のコンサー ト』でNHK交響楽団を指揮。10月 より2年 間、文化庁派遣芸術家

在外研修員として、バイエルン国立歌劇場W.サ ヴァリッシュの下で研鑽を積み、新

演出オペラの制作に携わった。1993年 、第 5回村松賞受賞。1994年 、東京交響楽

団ポル トガル公演に同行。1995年 9月 にはモスクワ放送交響楽団来日公演に客演。

1996年 3月 にフランクフルト放響に客演 し、好評のため '99年 4月 に再び招かれる

ことになつた。 5月 には東京交響楽団ヨーロッパ公演に同行 し、ミュンヘン公演で

各紙から、絶賛された。12月 には、ケルンでケルン放送交響楽団に初めて客演 した。

オペラの上演も多数手掛けており、三木稔作曲オペラ くワカヒメ〉の初演や、三

木稔作曲 〈静と義経〉の初演で大成功を収めた他、 ドイツ、イタリアのオペラを数

多く指揮している。

海外では、チェコ国立ブルノフイル定期演奏会、モスクワ放送交響楽団定期演奏会、プラハ交響楽団定期演奏会に客演

し、大成功を収めた。CDはモスクワ放送響と、ストラヴィンスキー作曲『春の祭典』『ペトルーシュカ』を録音 (レ コード

芸術誌準推薦、STEREO誌93年度特選最優秀録音盤)。 1995年 8月 には『火の鳥』全曲も発売された (音楽の友誌推薦)。

また、同年 3月 チェコフイルと、カバレフスキー『道化師』、 ドビュッシー作曲『牧神の午後への前奏曲』等を録音し、「チ

ェコ・フイル プロムナード・コンサート」として発売されている (い ずれもキャニオン・クラシックス)。

現在、モスクワ放送交響楽団特別客演指揮者、東京交響楽団指揮者、オペラハウス管弦楽団常任指揮者、広島交響楽団

正指揮者。

二 松 優 子 Y∪ KO MiF∪ NE

東京に生まれる。 6歳から12歳の間、ニューヨークで生活、ジェローム・ローエ

ンタール氏に師事。帰国後、故井口秋子、奥村洋子、故安川加寿子の各氏に師事。

1988年 、第57回 日本音楽コンクール第 1位入賞。併せて野村賞、井口賞、河合

賞を受賞。翌年、桐朋学園大学を首席にて卒業。赤坂御所における桃華堂コンサー

トにて御前演奏を行なう。その他、国内各地の演奏会で活躍。

1990年 9月 、文化庁派遣研修員としてジュリアー ド音楽院に留学、マーテイン・

キャニンに師事。室内楽をサ ミュエル・サンダース氏に師事。

1991年 5月 、ロス・アンジェルス、 ドロシーチャンドラー・ミュージック・バビ

リオンにてジャパニーズ・フィルハーモニック・オブL.A.と 協演、米国デビューを

呆たし、L.A.TIMESに て絶賛される。さらに同年 10月 、フリーナ・アワーバック

国際ピアノコンクール優勝。カーネギー・ホール、リンカーンセンター等でリサイ

タルを行い、ラジオ局「WQXR」 にて全米放送される。

1992年 5月 、ジュリアー ド・ソリス ト・オーデイションに優勝。リンカーン・セピアノ :三 松 優 子

ンターにてオットー・ミュラー指揮、ジュリアー ド・オーケス トラと卒業記念コンサー トで協演、成功を収めた。同年 9

月、ニューヨークより帰国後、オーケストラと協演など、各地で演奏活動を再開、活躍中。これまでに、「リス ト/巡礼の

年 第 2年 イタリア」「リス ト/メ フイス ト・ワルツ」「ラプソデイー・イン・ブルー」の、 3枚のCDを リリースし (全て

ファンハウス)、 いずれも好評である。

1995年 4月 よりFM横浜の音楽番組「オーセンテイック・ジャーニー」「ラ・ゴンドリエラ」のパーソナリティーをつと

め、リスナーに高い人気を誇る。

1996年 1月 には東芝グランド・コンサー トでモスクワ・フイルハーモニー交響楽団と全国各地において協演。また6月

から翌年 3月 まで「HASEKO CLASSIC SPECIAL/三 松優子 埋めくピアニズム」と題 したセルフ・プロデュースによ

るコンサー トシリーズを行い、好評を博 した。

1997年 5～ 6月 には、サンクトペテルブルク交響楽団日本ツアーに参加し、各地で成功を収めた。

(1997年 7月 現在)
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